
３
月
議
会
の
健
康
福
祉

常
任
員
会
で
、
中
林
議
員

は
、
千
葉
県
で
お
き
た
78

歳
の
父
親
が
44
歳
の
重
い

知
的
障
が
い
の
息
子
を
殺

害
し
た
事
件
を
と
り
あ
げ

ま
し
た
。

父
親
は
、
母
親
と
2
人

で
息
子
の
世
話
を
す
る
の

は
「
限
界
」
と
し
て
、

相

談
支
援
事
業
所
に
入
所
を

打
診
し
た
が
、
他
府
県
の

障
が
い
者
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
病
院
入
院
も

断
ら
れ
追
い
詰
め
ら
れ
て

の
事
件
で
し
た
。

殺
人
は
許
せ
ま
せ
ん

が
、
他
人
事
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
問
題
で
す
。

父
親
は
問
題
を
お
こ
す

息
子
の
近
所
へ
の
迷
惑
を

考
え
、
引
っ
越
し
を
繰
り

返
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

政
府
は
「地
域
移
行
」
を

す
す
め
、
施
設
の
定
員
を

段
階
的
に
減
ら
す
方
針
で

す
。
そ
の
た
め
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
重
度
障
が
い
者
が
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。

★
（
質
問
）
本
市
で
は
、
こ

の
よ
う
な
悲
し
い
事
件
は

お
き
な
い
と
考
え
て
良
い

か
？

●
（答
弁
）さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
い
事
件
が
お
き
な

い
よ
う
に
務
め
る
。

中
林
議
員
は
、
重
度
障

が
い
者
入
所
施
設
の
整
備

を
北
河
内
地
域
で
行
う
こ

と
、
強
度
行
動
障
害
な
ど

の
重
度
障
が
い
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
設
置
を
求
め

ま
し
た
。

中
林
議
員
は
、
大
阪
府

の
施
設
入
所
待
機
者
の
実

態
調
査
1
回
目
（
２
０
２

３
年
３
月
）と
、
２
０
２
４

年
８
月
の
２
回
目
の
調
査

で
市
が
大
阪
府
に
提
出

し
た
内
容
の
公
開
を
求
め

ま
し
た
。

大
阪
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
１
回
目
調
査
で
、

大
阪
市
を
除
く
府
内
の
待

機
者
は
１
０
７
７
人
で
、

5
年
以
上
前
か
ら
の
待
機

者
６
２
０
人
で
、
障
害
支

援
区
分
５
・
６
が
８
６
３

人
で
約
8
割
、
自
宅
で
家

族
同
居
が
５
８
１
人
（
54

％
）で
、
主
な
介
護
者
が
60

歳
以
上
が
86
％
、
70
歳
以

上
が
61
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

委
員
会
終
了
後
に
、
公

表
さ
れ
た
寝
屋
川
市
の
実

態
は
左
記
の
通
り
で
す
。

施
設
入
所
待
機
者
（２

０
２
４
年
３
月
31
日
時
点
）

は
48
人
で
、
う
ち
障
害
支

援
区
分
が
５
・
６
が
31
人

（65
％
）
で
、
自
宅
で
家
族

と
同
居
し
て
い
る
待
機
者

は
29
人
（60
％
）で
す
。

そ
の
29
人
と
同
居
の
主

な
介
護
者
の
年
齢
は
、
70

才
～
89
歳
が
55
％
を
し
め
、

う
ち
6
人
は
80
才
～
89
歳

の
高
齢
家
族
が
介
護
す
る

実
態
で
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、

入
所
を
あ
き
ら
め
て
申
請

を
し
て
い
な
い
障
が
い
者

が
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

早
急
に
実
態
調
査
を
行
う

べ
き
で
す
。

中
林
議
員

は
、
２
０
２

５
年
度
の
新

事
業
と
し
て
、

①
「愛
情
の
バ

ト
ン
事
業
」
、

②
「
親
な
き

後
の
サ
ポ
ー

ト
普
及
事
業
」

を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て

は
、
ひ
と
り
１
人
の
障
が

い
者
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
府
の
実
態

調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

（
裏
面
に
２
つ
の
事
業

資
料
掲
載
し
ま
す
）
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大
阪
府
内
（
大
阪
市
除
く
）
で

待
機
者
が
１
０
７
７
人

障
が
い
者
の
実
態
把
握
を

本
市

自
宅
で
の
介
護
者
70
才
以
上
が
55
％

府実態調査に寝屋川市が提出した内容

府
実
態
調
査
に
市
が
提
出
し
た
内
容
の
公
開
を

1.待機者総数（２０２４年３月３１日時点） 48人



健
康
福
祉
委
員
会
で
中

林
議
員
は
、
５
月
７
日
開

設
予
定
の
サ
ー
ビ
ス
ゲ
ー

ト
（駅
前
庁
舎
7
階
建
て
）

3
階
の
乳
幼
児
健
診
会
場

に
お
い
て
、
女
性
用
ト
イ

レ
の
増
設
と
女
性
個
室
ト

イ
レ
に
子
ど
も
用
シ
ー
ト

の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
ゲ
ー
ト
の
各

階
の
大
人
用
ト
イ
レ
は
、

こ
の
間
新
た
に
設
置
し
た

多
目
的
ト
イ
レ
１
か
所
と
、

男
女
各
ト
イ
レ
に
便
器
が

2
個
づ
つ
で
す
。

建
物
の
構
造
上
、
こ
れ

以
上
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
個
室
ト
イ
レ
が

狭
く
て
子
ど
も
シ
ー
ト
が

設
置
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

市
民
が
困
ら
な
い
よ
う
な

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

ト
イ
レ
の
男
女
比
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
が
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
時
間
は
男
性
の
３
倍

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
ソ
フ
ィ
ア
基

準
（
日
本
赤
十
字
の
避
難

所
で
の
便
器
の
男
女
比
）

で
は
、
便
器
の
男
女
比
率

は
、
男
性
1
に
対
し
、
女
性

3
と
し
て
い
ま
す
。

中
林
議
員
は
、
今
後
の

公
共
施
設
の
整
備
で
は
、

女
性
ト
イ
レ
を
多
く
設
置

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

判
断
能
力
が
不
十
分

で
成
年
後
見
制
度
が
必
要

な
高
齢
者
と
障
が
い
者
を

対
象
に
、
こ
れ
ま
で
の
市

長
申
し
立
て
に
加
え
て
、

支
払
い
が
困
難
な
市
民
に

対
し
、
親
族
・本
人
申
し
立

て
を
市
が
助
成
す
る
予
算

が
組
ま
れ
ま
し
た
。

支
援
内
容
は
、
申
し
立

て
費
用
（
上
限
９
７
０
０

円
）
と
後
見
人
へ
の
毎
月

の
報
酬
（居
宅
で
月
２
・８

万
円
、
入
所
施
設
で
月
1
・

８
万
円
）で
、
高
齢
者
50
人

分
、
障
害
者
5
人
分
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
歯
科
健
診

の
対
象
「30
才
以
上
、
5
歳

ご
と
70
才
ま
で
」
が
、
「20

歳
以
上
」
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。
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３
月
20
日
池
田
南
町

公
民
館
で
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
記
者
を
囲
む
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ク
ー
プ
で
注
目
を

浴
び
る
赤
旗
の
現
職
記

者
さ
ん
の
お
話
は
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

お
話
い
た
だ
い
た
、

坂
口
明
さ
ん
は
、
イ
ギ

リ
ス
を
は
じ
め
約
20
か

国
で
海
外
特
派
員
を
さ

れ
て
き
た
方
で
、
日
本

共
産
党
西
部
後
援
会
の

会
長
さ
ん
の
お
兄
さ
ん

で
す
。

坂
口
さ
ん
は
、
高
石

市
の
出
身
で
、
同
窓
会

で
帰
阪
し
た
機
会
に
お

話
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
、
「ト
ラ

ン
プ
政
権
で
世
界
は
ど

う
な
る
、
ど
う
向
き
合

う
べ
き
か
」で
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
米
国

が
ガ
ザ
を
所
有
し
、
必

要
な
ら
米
軍
を
派
遣
す

る
」
な
ど
の
暴
言
は
、
国

連
憲
章
も
国
際
法
を
も

無
視
す
る
も
の
で
、
世
界

各
国
か
ら
の
反
発
を
招

い
て
お
り

「
日
本
は
こ

ん
な
米
国
と
心
中
す
る

こ
と
で
良
い
の
か
？
」
が

問
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
た
中
で
、

私
が
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
「
赤
旗
は
、
他
紙
に

な
い
国
民
的
運
動
な
ど

の
掲
載
で
読
者
を
励
ま

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

若
い
記
者
の
起
用
や
電

子
化
で
若
い
人
に
読
ん

で
も
ら
う
努
力
を
し
て

い
る
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
発
言

し
ま
し
た
。

中
林

か
ず
え

女
性
用
個
室
ト
イ
レ
に

公共施設に女性用トイレ増設を

中林議員が委員会で求める

議員日誌

市
長
申
し
立
て
以
外
で

成
年
後
見
制
度
が
予
算
化

坂口明記者(右）

親なき後の新事業の概要・目的（表面記事の資料）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
大
阪
広
域
連
合
が
発
行
す
る
「し
お
り
」の
文
字
が
小

さ
く
、
見
づ
ら
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
寝
屋
川
市
か
ら
何
度
も

広
域
連
合
に
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
市
と
し
て
、
独
自
で
Ａ
４
版
で
「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り
」を
作

成
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
シ
ー
ト
設
置
を

ソ
フ
ィ
ア
基
準

男
女
比
１
対
３

後
期
高
齢
の
し
お
り
が

見
や
す
く
改
善

★愛情のバトン事業 142万円

保護者の不安に寄り添うため，子に注いできた「親の愛情」次の

支援者にバトンとして受け渡すツールを作成し、配布することで障

がい者が安心して生活できる環境構築を図る。

★親亡き後のサポートノート作成・普及事業 182万円

障がい者が、親の支援がなくても生活できるよう備える取り組

みとして、子育てのゴールを見据えた筋道を考えることができる

ツールを作成し、配布する。

●取り組み内容：「バトン」と「サポートノート」への記入の支援と

提出の委託を行う


